
 

 

  中高年齢者の地方移住と再就労に関する課題 

 

●地方で再就労を希望する中高年齢者が抱く不安や課題意識 

①再就職先が見つかるか 

②職業能力の適応と仕事のやり方の違い 

③地域社会での人間関係の構築 

④生活環境の変化と対応 

 

◆中高年齢者を採用する場合の企業の期待 

①専門知識・技術を活かし、業務を改善するような存在 

②自社が保有していなかった能力・ノウハウをもって経営課題を克服す

る存在 

 

◆中高年齢者を採用する場合の企業の問題意識 

①賃金等の処遇条件 

②中小企業での仕事の仕方への理解と積極性 

 

◆円滑な促進に向けて 

企業との一対一のやりとりには限界があることから、双方の負担を軽 

減するシステムの構築のため、 

自治体が地域社会全体を経営する理念の下、ファシリテーターとしての 

役割を果たす組織（ＮＰＯ等の協同も含め）の構築が必要 

 

◆関係する人材の育成プログラムの提案  

上記諸課題を共有して、円滑な地方移住と再就労を促進する人材の 

育成を目的とした対象者別プログラム 
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＜ふるさとエントリープログラム＞ 

 

対 象 者： 企業等での定年後、ふるさとや地方都市等での生活を考えている方 

  目  標：  （１）定年退職後の生活設計 

（２）ふるさと又は地方都市にエントリーするための心構え 

       （３）地域産業・中小企業での仕事の仕方を学ぶ 

第 １ 日 

テ ー マ 時間 内  容 

１．オリエンテーション ０．５H プログラムのオリエンテーション 

２．ふるさとの今（地域社会の状況） ０．５H ふるさと・地域社会の変化と現状を知る 

３．私のたな卸し（自己診断） １．５H 生活の全般・職業能力に関しての自己診断 

４．ふるさとでの生活の仕方を考え

る ～キャリアの活用～ 

１．５H 現在のふるさと・地域社会での生活の仕方について考える 

５．地方都市（地域社会）での生活 ２．０H 大都市と地方都市との生活を比較し、地方都市での生活

の魅力を確認 

第 ２ 日   

６．地域社会と産業 ０．５H 地域社会における産業の役割を認識する 

７．地域の中小企業の役割 ２．０H 雇用の場・生活の場でもある中小企業の役割を認識する 

８．ふるさとでの生活設計づくり（１） １．５H 自身の生活設計に取り組む 

９．ふるさとでの生活設計づくり（２） ２．０H キャリア・コンサルタントとの個別相談 

 

＜人材受け入れ体制づくりプログラム＞ 

 

対 象 者： 地域産業の事業主・人事担当者 

目  標： 大企業等で定年を迎えた中高年齢者で、故郷または地方都市での生活や再就職を考え

ている方が体験したビジネスのノウハウ、能力を発揮できる体制づくり 

 

テ ー マ 時間 内  容 

１．日本の産業が直面している経営環境 １．０H わが国の産業が直面している経営課題に関しての

認識をする 

２．我が社の経営システム自己診断（１） １．５H わが社の経営システムが経営課題解決型に整備さ

れているかを分析する 

我が社の人事システム自己診断（２）  わが社の人事システムが経営環境・経営戦略に対応

しているかを分析する 

３．ヤル気の高まるシステムづくり １．５H 従業員がヤル気を感じるしくみについて考える 

４．人材受け入れ体制づくり １．０H わが社の人材受け入れ体制を分析し整備する方向

を明らかにする 

５．行政の支援制度研究 １．０H 中小企業に対する行政の支援制度と活用、申請等に

ついて研究する 



 

＜地域活性化ファシリテーター養成プログラム ＞ 

 

対象者：  地域のオピニオンリーダー、自治体職員等 

目    標：  地域産業の活性化、経営力向上のための外部人材（定年退職等による移住者等）の受け

入れと活用を進める 

 

第 １ 日 

テ ー マ 時間 内  容 

１．オリエンテーション １．０H プログラムのオリエンテーション 

２．地域産業の現状 １．５H 各地域における地域産業の現状を学ぶ 

３．中小企業の経営戦略と人材 １．５H 中小企業の経営戦略と人材の充足度を確認する 

４．人材受け入れ体制の自己診断 ２．０H 中小企業の人事制度・人事システムの分析 

第 ２ 日   

５．人材受け入れ体制の整備計画 １．５H 中高年齢者などの人材受け入れ体制の整備 

６．人材育成の取り組み １．０H 中小企業の人材育成についての方法を学 

７．地域活性化ファシリテーターの活動

の仕方 

１．５H ファシリテーターとしての活動のしかたを学ぶ 

８－１．行政の支援制度研究 

８－２．行動計画づくり 

２．０H ①中小企業に対する行政の支援制度と活用 

②参加者の行動計画づくり 

 

 

注１） 本「Ｔoｐｉｃｓ」の前半は、ＪＥＳＯが取り組んだ「定年退職後の地方移住と就労等に関する調査研究」

をベースに要約したものです。 

 

注２） “円滑な促進のための人材育成プログラム”はその後においてＪＥＳＯが開発したものです。  

    あくまでプロトタイプであり、諸状況により再編しての活用となります。 

 

＊上記調査報告書は残部がありますので、入手ご希望の方は当ＨＰの「お問い合わせ欄」からお申し出

ください。 但し、送料は受け取り先払いとさせて頂きます。 

 

 


